
  

別添６－５（第３の２関係） 
畜産ＧＡＰ拡大推進加速化交付金の事業成果及び評価報告書（令和２年度） 

                                     都道府県名 島根県 
 

目的 

目標値 事業実績 

備考 
目標値 実績 達成度 評価 

事業費実績

（円） 

うち交付金相当

額（円） 

Ⅰ 日本版畜産

ＧＡＰ指導活

動の推進 

6 経営体 6 経営体 100％ Ａ 815,380 815,380 
令和 2年度 

目標達成済み 

Ⅱ 日本版畜産

ＧＡＰ等認証

の取得拡大 

1 経営体 1 経営体 100％ Ａ 0 0  

事業の成果 
 令和３年度に改善計画を提出し、令和３年度中のＪＧＡＰ認証取得を目標としていた１経営体（有限会社 かつべ種畜牧場）について、農場の定期
的な現地指導（県単事業）を継続して実施することにより、ＪＧＡＰ認証を取得した。 
 

都道府県による評価 
 令和３年度中のＪＧＡＰ認証取得を目標としていた 1 経営体について、農場の定期的な現地指導を継続して実施することにより、認証を取得し、
目標を達成した。今回認証を取得した 1経営体は、地域を牽引する農場であるため、今後の JGAP 家畜・畜産物の取得農場の増加が期待される。 
 

国による評価 
 令和２年度は、２つの目標のうち「Ⅰ 日本版畜産ＧＡＰ指導活動の推進」については、成果目標（６経営体）に対して、同年度中に成果目標が達
成されたところ（事業費実績は 815,380 円【うち、交付金相当額 815,380 円】）。一方、「Ⅱ 日本版畜産ＧＡＰ等認証の取得拡大」については、令
和２年度中に１経営体（有限会社かつべ種畜牧場）がＪＧＡＰ認証取得を予定していたが、新型コロナウイルス感染症の拡大によりＪＧＡＰ認証の
取得に至らなかったため、成果目標達成に向け、島根県から令和３年度を終期とした改善計画が提出された。 
令和３年度は、当該改善計画に基づき、有限会社かつべ種畜牧場へ指導員が複数回濃密な現地指導を行うことができた。その結果、当該農家のＪＧ
ＡＰ認証取得に向けた理解醸成が図られ、ＪＧＡＰ認証の取得に至った。なお、当該農家への指導は県単事業で取り組み、ＪＧＡＰ認証の取得に必要
な経費は農場が自己資金で支払ったため、事業費実績は０となっている。 
 
 



  

別添６－５（第３の２関係） 
畜産ＧＡＰ拡大推進加速化交付金の事業成果及び評価報告書（令和２年度） 

                                           都道府県名 徳島県 
 

目的 

目標値 事業実績 

備考 
目標値 実績 達成度 評価 

事業費実績

（円） 

うち交付金相当

額（円） 

Ⅰ 日本版畜産

ＧＡＰ指導活

動の推進 

１経営体 １経営体 100％ Ａ 0 0 
令和 2年度 

目標未達成 

Ⅱ 日本版畜産

ＧＡＰ等認証

の取得拡大 

１経営体 １経営体 100％ Ａ 0 0 
令和 2年度 

目標未達成 

事業の成果 
Ⅰ.令和３年度は食肉流通量が回復傾向にあることから、肉用牛１戸（義岡ファーム株式会社赤坂牧場）について令和３年６月から本格的に取組みを
開始し、定期的に県が現地指導（県単事業）を実施。                                                
Ⅱ．令和３年１２月に義岡ファーム株式会社赤坂牧場が畜産 GAP 認証を取得。 
 

都道府県による評価 
 新型コロナウイルス感染症の影響により、令和２年度は取組が進まなかったが、令和３年度になり多少落ち着いたことから、適合基準書に基づき、
県と生産者が定期的に構築に取り組んだことにより、認証取得につながった。 
 

国による評価 
令和２年度は「Ⅰ 日本版畜産ＧＡＰ指導活動の推進」及び「Ⅱ 日本版畜産ＧＡＰ等認証取得拡大」の成果目標をそれぞれ１経営体としていた
が、新型コロナウイルス感染症の拡大により、徳島県内の肉用牛経営体が肉用牛の販売価格の低下や流通・販売経路の変更・転換に伴い、経営危機に
直面した。経営状況が安定しなければ肉用牛経営体はＪＧＡＰに取り組めないため、同年度中に指導、ＪＧＡＰ認証を取得予定であった経営体につ
いても当事業の活用に至らず、成果目標が達成されなかった。このため、成果目標の達成に向け、徳島県から令和３年度を終期とした改善計画が提出
された。 
令和３年度は、当該改善計画に基づき、義岡ファーム株式会社赤坂牧場へ指導員が複数回濃密な現地指導を行うことができた。その結果、当該農家
のＪＧＡＰ認証取得に向けた理解醸成が図られ、ＪＧＡＰ認証の取得に至った。なお、当該農家への指導は県単事業で取り組み、ＪＧＡＰ認証の取得
に必要な経費は農場が自己資金で支払ったため、事業費実績は０となっている。 
 
 


